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研究概要：

南海トラフでの巨大地震の発生が時々刻々と近づいている中，巨大地震時には大規模堆積平野等に広がる都市は長周期

地震動に見舞われ，現代都市を構成する長周期構造物が危機にさらされることは確実である．我々はこれまでに南海地震

を対象とした震源モデル，地殻・地盤構造モデルに基づく強震動予測とそれに基づく一般構造物の定量的被害予測を行っ

てきている．本研究グループが保有している震源モデル化手法，地殻構造モデル化手法と大規模堆積盆地の地下構造モデ

ル，シミュレーション手法，被害予測手法等を一同に介し，長周期地震動による都市域の被害軽減に向けた方法論構築の

ため，長周期地震動評価と長大構造物応答評価を行うことを目的とした．

今年度の研究成果として，（１）強震波形記録を用いた既往地盤モデルの検証に関する研究，（２）断層等による段差

位置推定のための常時微動水平上下スペクトル比の有用性に関する研究，（３）表層地盤の非線形応答による地震動特性

に関する研究，（４）最新の知見を入れた南海トラフ巨大地震の震源モデルによる大阪盆地の地震動予測，（５）長周期

構造物応答評価検証用建物モデルの構築，（６）海溝型地震による地震動の周波数特性を考慮した被害予測モデルの構築，

等を行った．それぞれの概要は以下のとおりである．（１）京都盆地で展開されている強震記録から，Ｐ波レシーバ関数

を求め，京都堆積盆地の強震動評価のための地下構造モデルの検証を行った．盆地端部観測点ではモデルと観測結果に乖

離がみられ，モデルの修正が必要とされる．（２）大阪堆積盆地東縁を形作る生駒断層の地下での段差構造付近での微動

観測を行い，観測HVRと既存の深部地盤構造モデルから計算される微動HVRの比較から，地下の急変構造の推定可能性を

示した．（３）表層地盤の非線形応答評価には地盤材料のひずみ依存性が必要不可欠であるが，そういった資料が必ずし

も得られていない場合に，弱震～強震記録に基づくひずみ依存性評価から非線形応答特性を得ることができた．（４）既

存の震源モデルに基づいた広帯域強震動シミュレーションのための広帯域震源モデル構築，および，地殻・地盤構造モデ

ルに基づいた南海地震時の大阪平野の強震動評価を行った．（５）大都市圏に点在し重要建物である病院の長周期構造物

の応答評価検証を行うための建物モデルの構築を行った．（６）海溝型地震の被害予測を精度よく行うため，先行研究に

よって作成されてきている木造建物群を用いて2011年東北地方太平洋沖地震の地震動被害をできるだけ再現し，建物被害

予測に重要な周期帯についての知見を得た．今後，（４）で作成した地震動を（５）で構築した建物モデル等に入力し，

現存長周期構造物の応答評価を行う．
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